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Ⅰ　緒言
　近年，少子化や核家族化，地域のつながりの希薄
化など社会環境が変化する中で，子育てに周囲の手
助けを求めにくくなっている。また，長時間労働な
どにより，父親の家事・育児の協力が得られにくく，
子育てが孤立し負担感が大きくなっている。そのた
め，育児に不安を抱えている母親や育児をネガティ
ブに捉えストレスを抱えている母親が増加している
といわれている。現在，子育て中の母親の就労率は
子どもの年齢が3歳未満では30％程度である。すな
わち，3歳未満の子どもを育てている母親の約7割
は専業主婦である。専業主婦の母親は，就労してい
る母親に比べ育児への負担感が高いといわれてい 
る1）。夫婦ともに働いている家庭においては，子育
ても家事も夫婦で協力しなければ家庭生活が存続し
ないために夫の協力が必要となるが，専業主婦にお
いては必然的に子育てと家事は母親の仕事になりや
すいため母親に負担がかかりやすい。しかしながら，
母親は，育児ストレスを抱えながらも同時に育児に
伴う肯定的な情動（愛情，喜び，感謝）を感じてい
ることが報告されている2）。母親の育児ストレスを
軽減させるためにはストレスに対しての支援だけで
なく，育児によってもたらされる幸福感を高める支
援も重要であると考える。育児幸福感については，
清水ら3－5）によって育児幸福感尺度の開発や育児幸
福感に関連する要因等について報告されているが，
ごくわずかしか見当たらない。また，先行研究6）に
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おいて，育児の支援を受けていたとしても，母親の
育児に対する自己効力感が高くなければ育児負担感
は軽減しないことが示唆されていることから，母親
の幸福感には自己効力感が影響していることが予測
される。
　そこで本研究では，0歳児から3歳児の育児をし
ている母親の幸福感を高めるための具体的な支援策
を検討するために，母親の幸福感の実態や育児にお
ける負担感・不安感・肯定感と就業状況との関連に
ついて明らかにすることを目的とした。
Ⅱ　方法
１．対象
　Ａ県4市2町の区役所や保健センターで1歳6ヶ
月児健康診査を受ける児の母親352名，3歳児健康
診査を受ける児の母親356名，計708名を対象とした。
２．調査方法
　調査は，無記名自己記入式質問紙法にて行った。
質問紙の配布は，次の2つの方法で行った。①健康
診査時，研究者が母親に研究の目的や趣旨等を説明
し協力を依頼し，同意を得たうえで質問紙を配布し
た。②区役所や保健センターが発送する健康診査の
案内に質問紙を同封し，郵送法にて配布した。なお，
回収は健康診査時（回収箱）または郵送法にて行っ
た。
3．調査内容
　調査内容は，育児に対する幸福感，育児への負担
感・不安感・肯定感，自己効力感等である。
1）属性
　年齢，就業の有無，就業状況，子どもの人数など
について回答を求めた。
2）育児に対する幸福感
　「育児をしている自分自身を幸福だと思いますか」
1項目について，「そう思う」から「そう思わない」
の5件法で回答を求めた。
3）育児への負担感・不安感・肯定感
　荒牧ら1）が開発した育児感情尺度を用いた。この
尺度は「育児への束縛による負担感」「子どもへの
態度・行為への負担感」「育て方への不安感」「育ち
への不安感」「肯定感」の5因子19項目からなり，
「よくある」を4点，「ときどきある」を3点，「あ
まりない」を2点，「まったくない」を1点とした
4件法で回答を求めた。本尺度の Cronbach α係数
は，α＝.67～ .85であり内的整合性が確認されてい
る。
4）自己効力感
　成田ら7）が開発した特性的自己効力感尺度を用い
た。この尺度は，1因子23項目からなり，「そう思
う」を5点，「まあそう思う」を4点，「どちらとも
いえない」を3点，「あまりそう思わない」を2点，
「そう思わない」を1点とした5件法で回答を求め
た。本尺度の Cronbach α係数は，α＝.88であり構
成概念妥当性が確認されている。
4．調査期間
　平成27年1月から平成27年4月
5．分析方法
　データの統計解析には，Statcel Excel 2010を用
いた。育児の幸福感については，単純集計を行なっ
た。育児の負担感・不安感・肯定感および育児の幸
福感と就業状況との違いの有無を検討するために，
一元配置分散分析および多重比較（Steel-Dwass 法）
を行った。
6．倫理的配慮
　研究者が所属する大学の疫学・行動科学研究倫理
委員会の承認を得たうえで実施した（疫26－36）。対
象には，研究の目的や趣旨，参加は任意であること，
調査は無記名であり個人が特定されることはなくプ
ライバシーは保護されること，データは統計的に処
理すること，協力の有無に関わらず不利益を生じる
ことはないこと等について口頭および文書（郵送法
による配布の場合は文書のみ）で説明した。質問紙
の回収は，回収箱または郵送法にて行い，回収箱に
よる回収では調査者から見えない場所に回収箱を設
置した。調査協力への同意は，質問紙の回収をもっ
て得られたものとした。
Ⅲ　結果
　708名の母親に質問紙を配布し，576名から回収し
た（回収率81.4％）。そのうち，回答に不備があっ
た者を除いた460名を分析対象とした（有効回答率
65.0％）。
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１．対象者の背景
　対象者の背景を図1から図4に示す。
　対象者の平均年齢は32.3±5.2歳であり，年齢の範
囲は20歳から46歳であった。子どもの人数について
は，子どもが1人の者が126名（27.4％），2人の者
が215名（46.7％），3人の者が103名（22.4％），4
人以上の者が16名（3.5％）であった。末子の年齢
については，末子の年齢が0歳の者が39名（8.5％），
1歳の者が273名（59.3％），2歳の者が5名（1.1％），
3歳の者が143名（31.1％）であった。保育施設利
用の有無については，保育施設を利用している者が
274名（59.6％），利用していない者が186名（40.4％）
であった。母親の就業状況については，常勤の者が
118名（25.7 ％）， 非 常 勤・ パ ー ト の 者 が145名
（31.5％），専業主婦の者が149名（32.4％），育児休
業中の者が28名（6.1％），その他20名（4.3％）で
あった。
２．育児に対する幸福感
　育児をしている自分自身を幸福と思うかについて，
「そう思う」と回答した母親は369名（80.2％），「少
しそう思う」と回答した母親は53名（11.5％），「ど
ちらともいえない」と回答した母親は34名（7.4％），
「あまりそう思わない」と回答した母親は2名
（0.4％），「そう思わない」と回答した母親は1名
（0.2％）であった。また，就業状況別にみると，常
勤では115名（97.5％），非常勤・パートでは128名
（88.2％）の母親が，専業主婦では135名（90.6％）
の母親が「そう思う」「少しそう思う」と回答して
いた（図5）。
3．育児における負担感・不安感・肯定感
　対象者全体の育児における負担感・不安感・肯定
感それぞれの平均得点は，「育児への束縛による負
担感」2.28±0.57，「子どもの態度・行為への負担感」
2.10±0.54，「育て方への不安感」2.57±0.67，「育ち
への不安感」1.88±0.70，「肯定感」3.67±0.38であっ
た。就業状況によって，すなわち常勤，非常勤・
パート，専業主婦の間で育児への負担感・不安感・
肯定感に違いがあるかどうかについて分析を行った
結果，「育児への束縛による負担感」において，専
業主婦の母親の方が，常勤の母親より有意に得点が
高かった（p<.01）。また，専業主婦の母親の方が，
非常勤・パートの母親より有意に得点が高かった
（p<.05）。常勤の母親と非常勤・パートの母親との
間には有意な差は認められなかった。他の4因子
「子どもの態度・行為への負担感」「育て方への不安
感」「育ちへの不安感」「肯定感」については，常勤，
非常勤・パート，専業主婦との間に有意な差は認め
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られなかった（図6）。
4．自己効力感
　対象者全体の自己効力感の平均得点は，3.22±
0.46であった。就業状況別の平均得点は，常勤の母
親3.34±0.43，非常勤・パートの母親3.19±0.44，専
業主婦の母親3.16±0.47，育児休業中の母親3.29±
0.47，その他の母親3.13±0.51であった。就業状況
によって，すなわち常勤，非常勤・パート，専業主
婦の間で自己効力感に違いがあるかどうか分析を
行った結果，常勤の母親は専業主婦の母親に比べ有
意に自己効力感が高かった（p<.05）（図7）。
Ⅳ　考察
１．幸福感の実態
　育児をしている自分自身を幸福と思うかについて，
「そう思う」「少しそう思う」と回答した母親を合わ
せると91.9％であり，育児期にある母親の約9割は
育児をしている自分自身を幸福と感じていた。育児
をしている中で子どもの成長や発達，子どものしぐ
さなどから，育児の中で愛情や喜びなど肯定的な情
動を感じる場面が多いためと考えられる。また，育
児をしている自分自身を幸福と思うかについて就業
状況別に比較した結果，有意な差は認められず，母
親が就業している場合でもそうでない場合でも，母
親の育児に対する幸福感に違いはないことが明らか
になった。就業している母親は，勤務している間は
子どもを誰かに預けなければならず，子どもと接す
る時間が限られてしまう。しかしながら，長谷川8）
が，子どもと過ごす時間が限られているからこそ，
その時間がより大切に感じられるようにもなると述
べているように，限られた時間の中であっても，母
親は子どもと接する中で肯定的な感情を感じており，
関わる時間の長さに関係なく育児をしている母親の
多くは，育児をしている自分自身を幸福と感じてい
ると考えられた。
２．育児感情と就業状況との関連
　就業状況によって，すなわち常勤，非常勤・パー
ト，専業主婦の間で育児への負担感・不安感・肯定
感に違いがあるかどうかについて分析を行った結果，
「育児への束縛による負担感」において，専業主婦
の母親の方が，常勤および非常勤・パートの母親よ
り有意に得点が高かった。また，常勤と非常勤・
パートとの間には有意な差は認められなかった。こ
のことから，専業主婦の母親の方が就業している母
親より，育児に関わることによる負担をより感じて
いることが明らかになった。就業している母親は，
勤務時間は仕事に専念するため物理的にも精神的に
も育児から解放されるが，専業主婦の母親は，ほと
んどの場合一日中育児に関わらなければならず，育
児から離れる時間が少ないことが育児の束縛による
負担感に影響していると考えられる。また，就業状
況によって自己効力感に違いがあるか検討した結果，
非常勤・パートの母親と専業主婦の母親との間には
有意な差は見られなかったものの，常勤の母親と専
業主婦の母親との間に有意な差が認められ，常勤の
母親の方が専業主婦の母親より有意に自己効力感が
高かった。自己効力感とは，ある状況において必要
な行動を効果的に遂行できる可能性の認知を指して
おり，自己効力感が高いと，低い場合に比べ必要な
行動をとる可能性が高くなり，その行動を行う場合
の ス ト レ ス を 感 じ に く い と さ れ て い る。 金 岡 
ら6）は，母親が育児に対する情緒的支援を感じてい
ても，自己効力感が高くなければ育児負担感が軽減
しないと報告している。また，松村ら9）は，母親が
育児ストレスをいかに避けるかではなく，育児スト
図6．就業状況別育児への負担感・不安感・肯定感
図７．就業状況別自己効力感得点
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レスといかに向かい合い，重圧感となる前に乗り越
え，自らの成長を実感できるかが重要であると述べ
ている。就業している母親は，限られた時間の中で
仕事と育児を両立させなければならず，ストレスを
感じることが多いと推察される。しかしながらその
一方で，就業している母親は就業役割を遂行する中
で達成感や充実感が得られることや就業と育児を両
立させることで母親としてだけでなく，一人の女性
としての達成感や満足感を得ることができると考え
られ，自己の成長を感じる機会が多いことが自己効
力感の高さにつながっていると推察された。今回の
結果において，常勤の母親は専業主婦の母親に比べ
自己効力感が高く，育児の束縛による負担感は低い
ことが明らかとなった。このことから，自己効力感
の高さが育児の束縛による負担感の低さに影響して
いた可能性も考えられたが，自己効力感において非
常勤・パートの母親と専業主婦の母親との間には有
意な差は認められなかった。非常勤・パートで就業
している母親は，常勤や専業主婦の母親と比べ生活
満足度が低い10）ことや子育て観と実際の就労形態に
ずれが生じ葛藤が多くなることで子育てへの不安が
高くなる11）ことが報告されている。非常勤・パート
で勤務する母親の自己効力感には，母親自身が希望
した就業状況であるかどうかが影響していることが
考えられるため，今後，さらに検討していく必要が
ある。
Ⅴ　研究の限界
　本研究は，調査対象者が限られた地域の母親であ
り，一般化するには地域を拡大し調査を行う必要が
ある。また，その他の要因として，子どもの数やサ
ポート状況との関連についても検討していく必要が
ある。
Ⅵ　結語
　育児をしている母親の幸福感，育児に対する負担
感・不安感・肯定感の実態および就業状況との関連
について検討し，以下の点が明らかになった。
1．約9割の母親が育児をしている自分自身を幸福
と感じていた。
2．「育児への束縛による負担感」は，専業主婦の
母親の方が常勤，非常勤・パートの母親より有意
に得点が高かったが，他の4因子「子どもの態度・
行為への負担感」「育て方への不安感」「育ちへの
不安感」「肯定感」については，就業状況によっ
て有意な差は認められなかった。
3．常勤の母親は，専業主婦の母親より有意に自己
効力感の得点が高かった。
　これらのことから，育児をしている母親の負担感
を軽減させるための具体的な支援策を検討する必要
性が示唆された。
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67育児幸福感
Exploring the Relationship between Mothers’ Feelings of 
Happiness， and their Work Styles
　
Yukiko NAKASHIMA, Hanami HADANO, Yoshiko SUENAGA
　The purpose of this study was to clarify the relationship between the work styles of mothers 
with the children under the age of three and their feelings of happiness， anxiety， feelings of 
affirmative， and the burden of child rearing， in order to discuss specific assistance measures 
taken to enhance their happiness.
　A total of 708 mothers participated in the survey at th
　e18-month-old infant health checkup and 3-year-old infant heath checkup by answering an 
anonymous self-report questionnaire. The questionnaire asks questions about feelings of 
happiness， the burden of child rearing， anxiety， feelings of affirmative， and the generalized self-
efficacy scale. 
　The following are the results obtained:
1. About ninety percent of mothers who were engaged in child rearing felt feelings of happiness.
2. “The burden of child rearing” was significantly higher among stay-at home mothers than 
mothers in full-time employment.
3. Mothers in full-time employment， as compared with stay-at-home mothers， had significantly 
higher scores in the generalized self-efficacy scale.
　These findings suggest that it is necessary to explore support measures to reduce mothers’ 
feelings of isolation.
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